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事業報告書    2021年度（令和 3年度）  

 

１. 法人の概要 

①  名称：学校法人 扇町同胞学園〔昭和 55年（1980）10月 8日法人設立〕 

 

②  住所等：大阪府大阪市北区神山町９－１９ 

     電話番号   06-6361-1235 

     ファックス  06-6361-1247 

     ホームページ  http://ougimachi-ch.world.coocan.jp/youtien/indexyo.html 

 

③ 設置する学校  扇町同胞幼稚園 

                      定員：90名   利用定員：80名  

 

④ 理事 ６名        的場哲志（理事長・5/29まで） 奥山研司（理事長・5/30～） 

田中健一 村上雅彦 山田真理 山田富美 

 

⑤ 評議員 13名       井口年子 井上朋枝 片山和治（5/29まで） 坂田文三  

塩谷和子 辻中達也 中嶋秀子 畑厚子（5/29まで） 的場哲志   

村上雅彦 八坂正昭 藪下麻衣子 山田富美    

（5/30～）奥山研司 林芙美子 

 

⑥ 監事 ２名        谷垣幸代（5/29まで） 林芙美子（5/29まで） 

             （5/30～）片山和治 辻村容子 

 

⑦ 教職員の状況（2021年度） 

          山田富美（園長）・井上朋枝（主幹） 

         表 咲紀（年長・ゆり） 

川邊歩（年中・すみれ） 

田口綾乃・有江佐和（年少・たんぽぽ） 

都地美香（フリー） 

岩瀬久子(フリー) 

熊坂和香（2021年度 育児休業） 

中元亜希子（フリー・ナースリー） 

平田有輝子(総務)・田村京子（事務）・田中宜子（事務・9月～） 

山本成子（ナースリー・預かり）・横山洋子（預かり） 

嶋田しおり（預かり・9月～） 

 

http://ougimachi-ch.world.coocan.jp/youtien/indexyo.html


2 

 

２.事業の概要(2021 年度 扇町同胞幼稚園の概要) 

①教育方針 

  本園は日本キリスト教団扇町教会の幼稚園として誕生しました。神様の大きな愛に包まれて、 

自分を見つめ、自分を大切にすることを通し、「共に生きる喜び」を感じる子どもに育って欲し

いと願っています。幼稚園はたくさんの楽しい遊びの中から、自分で遊びを選び、考え、学んで  

いく場です。又、子どもたちどうしがさまざまなふれあいや関わりを通して、豊かな人間関係を

育んでいく場です。本園では毎日が「楽しい保育」であるように、子どもどうしが関わりを深め、

「楽しい明日」へとつながる保育を目指しています。子どもたち、ご家庭の方々もともに希望を

持って歩まれるように、母体である扇町教会の祈りと願いを込めて、キリスト教保育を実践して

います。 

 

②学年、定員、実員〔内訳〕学級数〔2021．4．1現在〕 

学年 3歳児 4歳児 5歳児 
計 

年度 （１クラス） （１クラス） （１クラス） 

認可定員 30名 30名 30名 
90名 

(利用定員 80名) 

2021年度 

実 員 
22名 28名 27名 77名 

 

③保育曜日および保育時間等 

 ○月・火・木・金曜日：午前 9時～午後２時 

         水曜日：午前 9時～午前 1１時 30分 

 

④保育料および諸経費 

○ 特定保育料 ： 5,000円／月 (園の環境整備、保育充実のため園が定めた金額) 

○ 給食費   ： (火）          350円 サンドイッチと牛乳 

         （水）および午前保育時    40円 牛乳とおやつ 

          （木）               389円 米飯給食 

 

⑤預り金 

○ 父母の会会費  ： 年額 4800円(400円／月) 

 

⑥入園時の費用 

○ 入園準備手数料     ：  40,000円（１回） 

○ 入園検定事務手数料 ：   3,000円（１回） 

 

⑦預かり保育   

○ 月・火・木・金曜日：午後 2時～午後 6時まで 

水曜日   ：午前 11時 30分～午後 6時まで    110 円/30分 

○ 長期休業中の預かり保育実施（春・夏・冬） 午前 8時 30分～午後 6時 
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⑧2021年度行事の実施状況     別紙のとおり   

2021年度の新学期は順調に始まりましたが、4月 25日より新型コロナ感染の拡大のため緊急

事態宣言が発令されました。5 月半ばまで自由登園として午前保育を実施しました。緊急事態

宣言が 6月 20日まで延長されましたが、5月半ばより感染対策を取りながら午後保育を開始し、

子どもたちの日々の保育の維持、充実を図りました。 

前年度から制限下でも可能な行事を工夫して実施していたので、行事内容を参考にしながら

子どもたちの発達、成長を願い楽しい内容になるよう努めました。 

運動会については小学校校庭が借用できず、「Go!Go!スポーツデー」として、2日に分けて学

年ごとに扇町公園で実施しました。公園での実施のため大勢のご家庭が参加でき、ひとり一人

がクラスの仲間と力を合わせて楽しむ姿を見ていただくことができました。 

誕生会や子どもの日・花の日礼拝、みのりの秋の会など全園児が一同で参加するのが難しく、

すべて 2 部に分けました。クリスマスページェント礼拝では昨年同様、年長児保護者 1 名の参

加とし、年少児は登場場面だけの部分参加でしたが、参加者全員が扇町同胞幼稚園の穏やかで

厳かなクリスマス礼拝のひとときを過ごしました。 

 

➈2021年度教員研修等についての報告 

 日々の保育内容は幼稚園教育要領、キリスト教保育誌年間カリキュラム、大阪市教育委員会

作成の就学前教育カリキュラム等を参考に扇町同胞幼稚園の保育目標、カリキュラムを作成し

実施しています。 

 職員会では学年のねらい、季節や子どもの発達段階を鑑みカリキュラムに沿った内容となる

よう話し合いを重ねていますが、今年度は担任とサポートの教師がいっそう保育を連携し、ね

らいが共有ができるように毎日の保育案の様式を新しくしました。昨年からのコロナの感染防

止対策により年間の保育内容、行事等について、中止や変更をせざるをえないものがあり、扇

町同胞幼稚園の教育課程を職員会で再検討し、実態に即した教育課程を作成しました。 

 教職員の外部の研修会参加について、ほぼオンライン研修となりましたができる限り参加し

ました。研修後は研修内容について教職員と共有し、日々の保育に活かせるように努めました。 

 

  2021年度、研修会参加については以下の通りです。 

 

2021年度研修会参加状況 

日 研修名 講師 場所 参加人数 

８/６ 就学前カリキュラム研修会 

（基礎編） 

大阪市保育幼児教育セン

ター担当係長中田妙子・ 

常家裕美子 

オンライン １ 

８/８ 子どもを育む発達にあった遊びと

おもちゃ 

キッズいわき 

岩城敏之 

グランフロントパ

ナソニック 

センター大阪 

４ 

８/18 キリスト教保育連盟関西部会夏期

研修「保育における防災講座」 

国際災害レスキュー 

 辻直美 

オンライン研修 ３ 

８/26 科学あそび（１・２） 大阪市私立幼稚園 

連合会  瀧川光治 

オンライン研修 ２ 
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８/27 アタッチメントの課題を持つ子ど

もの理解と支援 

大阪市私立幼稚園 

連合会 橋本めぐみ 

オンライン研修 ３ 

８/25 キリスト教保育連盟 夏期研修会 

子どもと共に創る保育 

聖心女子大学 

川邉貴子 

オンライン研修 ８ 

９/16 キリスト教保育連盟大阪区  

聖書を物語ること 

聖和短期大学教授 

小見のぞみ 

オンライン研修 ８ 

10/13 子どものための環境保育②「園の

生活で取り組む環境教育」 

野たまご環境教育研究所

代表 後藤清史 

幼児教育センター １ 

10/21 子ども理解と関わり方の視点 梅花女子大学教授 

伊丹昌一 

オンライン研修 ７ 

11/8 阪市幼連合会研修「よくある子ど

もの病気や怪我の対応」 

看護師・子育てと仕事・com

代表 新谷まさこ 

オンライン研修 

Zoom 

１ 

11/９ 子どものための環境教育② 

「環境教育として関わってみよう」 

野たまご環境教育研究所

代表 後藤清史 

なにわ ECO 

スクエア 

１ 

11/16 保育・教育の自己評価 子どもの

声を聴く実践のプロセス 

香川大学 

松井剛太 

オンライン研修 ２ 

11/17 エピペンの使い方について 園児保護者 自主研修 ６ 

11/24 「さあ一緒にクリスマスを祝お

う！！」 

小島誠志 オンライン研修 １ 

12/23 子どものための環境教育 

「身近なところで環境教育」 

野たまご環境教育研究所

代表 後藤清史 

なにわ ECO 

スクエア 

１ 

12/27 学校安全教育研究協議会・防災教

室「生き抜く力を育むこれからの

防災教育」「気象災害から子どもを

守るために」 

元文部科学省安全教育調

査官 吉角直子 

気象予報課 横山容子 

私学会館 １ 

 

⑩父母の会の活動 

 年長、年中、年少の各クラスから 3名ずつ 9名が幹事として、父母の会の活動を担っています。 

毎月の幹事会において幼稚園の行事や日々の活動について園と話し合い、各家庭との連携に努めま

した。父母の会総会は集会が不可のため昨年に続き今年度も書面による決議となりました。 

父母の会は幼稚園と連携し行事に応じて運動会、フェスタ、クリスマスの各チームに分かれて活

動し行事に協力、参加していましたが、今年度は行事縮小のため、チーム活動をやめ、幹事が中心

となり、行事ごとに必要な人数を招集し、子どもたちが楽しく参加、活動できるよう準備、協力の

サポートをしました。子どもたちは家庭の応援、協力のもと楽しく活動に参加することができまし

た。（夏まつり、GO！GO!スポーツデー、わくわく♪キッズデー） 

昨年、今年の 2年にわたるコロナ感染拡大防止により行事の実施が変化し、これまで幼稚園の行

事に合わせて行ってきたチーム活動を検討し、父母の会の活動内容を再考し、次年度への引継ぎと

しました。 

 


